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安
岡
正
俊

安
岡
権
馬
正
徳
傳
貳
で
清
和
院
門
の
警
護
し
な
が
ら
の
慶
応
元
年
の
京
都
で
の
活
動
・
生
活
な
ど
、
前
回
は
慶
応

三
年
の
小
笠
原
唯
八
、
福
岡
藤
次
の
従
者
で
再
上
洛
し
京
都
の
陰
な
冬
に
、
薩
摩
の
な
ど
の
重
臣
と
の
政
事
活
動
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
政
事
活
動
の
続
き
、
そ
し
て
驚
き
の
命
令
ま
で
を
紹
介
し
ま
す
。

安
岡
権
馬
正
徳
の
蒸
気
船
利
用

目
的
は
不
明
で
す
が
、
当
時
は
贅
沢
な
蒸
気
船
に
乗
っ
て
権
馬
は
一
時
帰
国
し
て
い
ま
す
。
高
知
に
戻
る
ま
で
を

京
行
雑
記
か
ら
次
に
転
記
し
ま
す
。
中
岡
慎
太
郎
の
「
行
行
筆
記
」
の
同
じ
日
付
の
記
載
を
あ
わ
せ
て
記
し
て
い
ま

す
。四

月
朔

雨
夜
薩
人
遠
武
橘
次
ニ
會
ス

＊
薩
藩
留
守
居
添
役
遠
武
橘
次

同
二
日

晴

今
日
午
刻
の
飛
脚
立
ニ
付
出
状
出
ス

一
弐
朱

鰻

同
三
日

陰
後
雨

指
事
□
石
川
清
ニ
逢

同
四
日

晴
石
清
ニ
會
ス

行
行
筆
記

晴
、
巳
上
寺
田
舗
に
著
し
、
午
後
著
京
、
小
笠
原
氏
に
逢
急
務
を
談
す
。

同
五
日

晴
今
日
も
石
清
ニ
會
ス
三
樹
ニ
至
ル

行
行
筆
記

晴
、
内
田
、
新
納
に
逢
、
午
後
小
笠
原
氏
に
逢
、

同
六
日

雨
今
日
京
師
発
足
兼
太
郎
ニ
金
二
分
相
渡
ス
同
人
父
ゟ
・
・
・

行
行
筆
記

晴
、
朝
よ
り
浪
華
に
下
る
、

行
行
筆
記

小
笠
原
唯
八
夜
船
下
坂
、
此
よ
り
歸
國

同
七
日

晴
黎
明
大
坂
着
昨
日
降
吉
へ
二
両
カ
ス

岩
崎
二
三
江
三
十
両
預
ル

行
行
筆
記

晴
、
小
笠
原
氏
に
土
佐
堀
に
逢
ふ
、
昨
日
寺
田
、
谷
二
氏
著
阪
、
云
々
明
日
蒸
氣
船
に
て
帰
國
。

同
八
日

晴
壱
両
源
九
郎
ニ
貸
ス
七
ツ
時
比
大
坂
を
発
ス
住
吉
ニ
而
休
ム
夜
ニ
乘
舩

同
九
日

晴
四
ツ
時
堺
港
を
発

同
十
日

晴
七
ツ
時
至
浦
戸
ニ
着
荷
上
且
獨
舟
出
シ
事
ニ
刻
を
移
ス
六(*

ツ)

時
過
高
知
着
東
邸
ニ
出
ル

左
記
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
ま
し
た
。
中
岡
慎
太
郎
が
四
日
に
京
に
戻
っ
て
来
て
「
小
笠
原
氏
に
急
務
を
談
す
」

と
あ
り
ま
す
。
打
合
せ
の
内
容
は
不
明
で
す
が
「
晴
石
清
ニ
會
ス
」
と
あ
る
の
で
権
馬
も
同
席
し
て
い
ま
す
。
そ
の

翌
日
に
も
中
岡
は
「
午
後
小
笠
原
氏
に
逢
」
と
あ
り
権
馬
も
「
晴
今
日
も
石
清
ニ
會
ス
」
中
岡
と
小
笠
原(

権
馬
も
同

席)

が
会
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
翌
日
の
六
日
に
権
馬
は
「
雨
今
日
京
師
発
足
」
と
京
都
を
出
て
い
ま
す
。
六
日
に
中
岡

は
「
朝
よ
り
浪
華
に
下
る
、

小
笠
原
唯
八
夜
船
下
坂
」
と
小
笠
原
も
大
坂
に
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
ま
で
、
中

岡
は
小
笠
原
が
帰
国
す
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
権
馬
が
帰
国
し
持
ち
帰
っ
た
言
伝
の
内
容
は
四
日
の
中
岡
と
小
笠
原

の
急
務
に
関
係
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
状
況
的
に
薩
土
密
約
、
尊
王
攘
夷
討
幕
運
動
関
連
と
推
測
し
ま
す
。
八
日

に
乗
船
し
ま
す
。
そ
の
日
の
記
載
は
「
晴
壱
両
源
九
郎
ニ
貸
ス
七
ツ
時
比
大
坂
を
発
ス
住
吉
ニ
而
休
ム
夜
ニ
乘
舩
」

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
壱
両
を
貸
し
た
源
九
郎
は
後
述
し
ま
す
が
、
小
笠
原
配
下
の
従
者
ま
た
は
家
来
の
よ
う
で
、
一

緒
に
帰
国
し
た
よ
う
で
す
。

行
行
筆
記
の
七
日
に
「
昨
日
寺
田
、
谷
二
氏
著
阪
、
云
々
明
日
蒸
氣
船
に
て
帰
國
」
と
あ
り
ま
す
。
寺
田
は
の
ち

の
留
守
居
役
の
典
膳
、
谷
は
谷
千
城
で
し
ょ
う
。
同
じ
蒸
気
船
に
寺
田
、
谷
も
乗
船
し
て
い
ま
す
の
で
、
通
常
の
重

臣
宛
の
手
紙
で
あ
れ
ば
こ
の
二
人
に
託
す
れ
ば
良
い
が
、
そ
う
は
出
来
な
い
言
伝
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
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こ
の
蒸
気
船
は
慶
応
三(1867)

年
二
月
二
十
九
日
に
イ
ギ
リ
ス
よ
り
土
佐
藩
が
購
入
し
た
夕
顔
丸
で
、
こ
の
船
に
乗

る
に
は
重
臣
の
許
可
が
な
け
れ
ば
権
馬
ク
ラ
ス
は
乗
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
乗
船
し
た
の
は
八
日
夜
の
七
ツ
時
以
降
で
、

九
日
の
四
ツ(
午
前
十
時
頃)

に
堺
港
を
出
て
、
十
日
七
ツ(

午
後
五
時
頃)

に
浦
戸
に
着
い
て
い
ま
す
。
す
る
と
十
数
日

の
陸
の
旅
が
二
日
も
要
せ
ず
着
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
汽
船
に
乗
っ
た
感
激
に
関
す
る
記
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中

岡
の
記
録
で
は
こ
の
時
小
笠
原
も
帰
國
と
あ
り
ま
す
が
、
権
馬
の
日
記
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
記
載
が
な
い
の
で
、

権
馬
と
源
九
郎
は
小
笠
原
の
代
替
で
帰
国
し
た
の
で
し
ょ
う
。

高
知
着
後
、
東
邸
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
東
邸
の
主
で
あ
っ
た
豊
誉(

と
よ
な
り)

の
死
去
の
知
ら
せ
が
一
月
前
に
あ

り
そ
の
弔
い
に
行
っ
た
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
豊
誉
は
南
邸
山
内
豊
著
の
七
男
で
容
堂
の
実
弟
で
、
武
市
瑞
山
に
組
し

吉
田
東
洋
の
政
権
と
激
し
く
対
峙
し
た
が
成
功
せ
ず
。
そ
の
後
、
東
洋
の
改
革
に
反
対
す
る
保
守
派
政
権
を
設
立
さ

せ
る
。
尊
王
攘
夷
勢
力
交
代
の
文
久
三
年
八
月
十
八
日
の
政
変
に
よ
っ
て
容
堂
が
政
権
を
奪
権
す
る
。
そ
の
よ
う
な

状
況
で
豊
誉
は
死
去
し
ま
す
。
平
尾
道
雄
著
「
土
佐
藩
」
に
自
分
の
政
事
体
制
保
持
の
た
め
こ
の
頃
策
略
が
あ
っ
た

よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
政
治
派
閥
と
変
わ
ら
な
い
の
か
、
自
分
の
主
義
主
張
に
基
づ
く
行
動
だ
っ
た
の

か
。
藩
の
重
臣
で
あ
っ
た
小
笠
原
、
福
岡
も
ど
こ
か
の
派
閥
に
入
っ
て
い
た
の
か
。
権
馬
は
武
市
瑞
山
の
思
想
を
理

解
し
た
豊
誉
の
霊
を
拝
し
に
行
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
以
外
の
行
動
記
録
は
な
く
日
付
と
時
々
の
「
晴
」
の
記
載
の
み

で
す
。

こ
の
頃
の
藩
庁
側
も
寺
村
左
膳
の
日
記
を
見
る
と
慌
し
く
動
い
て
い
ま
す
。
四
月
二
日
に
京
都
か
ら
早
追(

後
述)

で
「
此
度
老
公(

容
堂)

京
師
へ
被
召
御
旨
御
沙
汰
書
」
が
届
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
関
連
し
た
の
が
四
日
の
中
岡
と
小

笠
原
の
対
談
「
小
笠
原
氏
に
急
務
を
談
す
」
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。
寺
村
左
膳
の
日
記
に
は
そ
の
頃
の
状
況
を
ま
と

め
直
し
書
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
続
き
老
公
「
容
堂
」
な
ど
の
上
京
の
準
備
作
業
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に

東
邸
へ
の
数
回
の
訪
問
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

安
岡
権
馬
正
徳
の
再
々
上
洛

安
岡
権
馬
は
ど
の
よ
う
な
用
事
を
果
た
し
た
の
か
不
明
で
す
が
、
高
知
に
四
月
十
日
か
ら
十
五
日
間
程
滞
在
し
て
、

京
都
に
向
か
い
ま
す
。
京
行
雑
記
か
ら
上
洛
の
状
況
を
次
に
転
記
し
ま
す
。
前
半
の
同
廿
四
日
か
ら
同
廿
六
日
は
高

知
滞
在
中
で
日
付
の
み
で
他
の
記
入
な
し
の
箇
所
で
す
。

同
廿
四
日

同
廿
五
日

同
廿
六
日

同
廿
七
日

蒸
氣
舩
夕
顔
帰
着

同
廿
八
日

老
公
御
発
港
発
港
隋
従
ス
ル
日
没
之
寸
也
亥
ノ
刻
東
寺
岬
ヲ
通
ル

同
廿
九
日

晴
黎
明
阿
州
椿
泊
岬
ヲ
通
ル
午
ノ
刻(*

十
二
時)

摂
ノ
木
津
水
ノ
洋
ニ
達
ス

上
陸
白
髪
町
柏
屋
惣
三
郎
ノ
家
ニ
宿
ス

同
三
十
日

晴
黎
明
ヨ
リ
心
下
ヲ
痛
ム
終
ニ
下
痢
昼
前
宿
ヲ
発
ス

駕
行
日
暮
枚
方
ニ
至
ル
宿

五
月
朔
日

日
出
ノ
頃
発
ス

下
痢
駕
行
七
ツ
時
過
着
京

木
屋
町
通
三
条
下
ル
材
木
町
二
丁
目
油
屋
利
八
方
ニ
宿

行
行
筆
記

此
日
土
州
老
公
御
著

本
「
山
内
容
堂(

平
尾
道
雄
著)

」
に
よ
る
と
「
慶
応
三
年
四
月
二
十
八
日
四
候
京
都
会
議
に
出
席
で
正
八
ツ
時
浦

を
出
港
三
十
日
淀
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
枚
方
で
一
泊
」
・
・
と
あ
り
ま
す
の
で
、
権
馬
と
容
堂
は
同
じ
船
に
乗
っ
て

い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
容
堂
に
随
行
し
た
寺
村
左
膳
の
日
記
に
も
出
帆
の
状
況
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
頃
夕
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顔
船
と
空
蝉
船
が
高
知
と
上
方
の
間
を
運
航
し
て
お
り
、
左
膳
の
日
記
に
空
蝉
船
に
御
供
が
乗
船
し
、
先
に
出
帆
と

あ
り
ま
す
。
理
由
は
不
明
で
す
が
、
権
馬
は
夕
顔
に
乗
船
し
て
い
ま
す
。
寺
村
の
日
記
に
よ
る
と
夕
顔
は
空
蝉
を
追

い
抜
い
て
い
ま
す
。
権
馬
は
「
廿
九
日
に
木
津
水(

木
津
川)

洋
に
達
し
上
陸
」
、
白
髪
町
に
宿
泊
し
て
い
ま
す
。
容

堂
は
船
を
小
型
に
換
え
淀
川
を
上
っ
て
い
ま
す
。
到
着
後
は
次
の
通
り
で
す
。

同
二
日

陰

兼
太
郎
へ
父
蔵
藤
ゟ
遣
ス
金
子
入
出
状
今
日
同
人
へ
相
渡
ス

夕
方
栂
亭
ニ
飛
ス
玄
萬
軒
ニ
行
藤
次(

神
山)

左
多
衛

唯
八

下
村

己

行
行
筆
記

晴
、
朝
小
笠
、
毛
、
谷
氏
に
逢
ふ
、
船
越
氏
を
訪
ひ
歸
り
、
大
久
保
氏
、
西
郷
氏
を
訪
ふ

同
三
日

晴
□
□
夕
方
小
松
帯
刀
来
ル
後

藤
次

左
多
衛

下
村

藝
人
小
林

船
越
々
一
人

都
而
七
人
栂
亭
ニ
行

同
四
日

水
府
人
大
野
謙
介
来
ル

行
行
筆
記

晴
、
毛
、
谷
氏
來
訪
、
又
望
月
、
島
地
、
山
本
等
に
逢
、

同
五
日

晴
風
獨
斗

行
行
筆
記

晴
、
毛
、
谷
二
氏
に
會
す
、

同
六
日

晴
松
力
ニ
行
藤
次

唯
八
同
行

同
七
日

晴
夕
方
三
樹
ニ
行

左
多
衛(

毛
利)

恭
助

間
部
榮
三
郎

藤
次

下
村
同
行

晴
今
日
飛
脚
立
ニ
付
出
状
出
ス

行
行
筆
記

西
郷
氏
を
訪
ふ
。
昨
日
の
由
を
聞
く
今
日
土
越
宇
三
藩
の
役
人
薩
邸
に
会
し
夫
よ
り
尽
力
之
事
。

此
夜
船
越
等
と
栂
の
尾
に
遊
ぶ
。

同
八
日

陰
夕
方
三
樹
ニ
行

高
辺

神
山

森

福
岡
同
行

権
馬
は
下
痢
の
た
め
駕
籠
に
乗
っ
て
一
日
に
京
都
に
到
着
し
二
日
朝
に
中
岡
慎
太
郎
は
色
々
人
を
訪
ね
次
の
記

載
が
あ
り
ま
す
。
「
小
笠
、
毛
、
谷
氏
に
逢
ふ
、
船
越
氏
を
訪
ひ
歸
り
、
大
久
保
氏
、
西
郷
氏
を
訪
ふ
」
。
権
馬
の

京
行
雑
記
に
「
夕
方
栂
亭
ニ
飛
ス
玄
萬
軒
ニ
行
藤
次(

神
山)

左
多
衛

唯
八

下
村

」
に
会
い
、
高
知
出
張
の
報
告

で
し
ょ
う
か
。
薩
土
の
密
約
締
結
が
進
行
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
四
日
に
権
馬
京
行
雑
記
に

「
水
府
人
大
野
謙
介
來
ル
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
水
府
と
は
水
戸
で
、
佐
幕
派
の
水
戸
藩
と
も
つ
き
合
い
が
あ
っ
た

こ
と
は
以
外
で
す
。
五
日
、
六
日
、
七
日
、
八
日
連
日
色
々
人
と
の
会
合
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
頃
、
蒸
気
船
の
行
き
来
が
頻
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
坂
本
龍
馬
倶
楽
部
の
会
報
「
龍
馬
瓦
版

平
成
３
０
年

８
月
発
行)

」
に
樋
口
真
吉
の
慶
応
三
年
五
月
頃
の
日
記
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
権
馬
と
は
一
便
遅
れ
の
五
月
五

日
の
空
蝉
に
乗
船
し
上
京
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
十
ニ
日
石
川
清
之
助(

中
岡
慎
太
郎)

と
逢
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
、

中
岡
慎
太
郎
の
行
行
筆
記
に
も
「
此
日
三
侯
土
邸
に
集
る
○
樋
口
（
真
吉
）
等
に
逢
ふ
○
三
樹
別
杯
晩
景
よ
り
雨
」

樋
口
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
岡
権
馬
正
徳
へ
の
突
然
の
帰
国
命
令

容
堂
一
日
着
京
し
、
九
日
に
小
笠
原
唯
八
な
ど
へ
帰
国
命
令
が
出
ま
す
。
そ
れ
に
関
し
て
重
臣
間
で
議
論
が
あ
り
、

そ
の
様
子
が
左
膳
の
日
記
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
次
に
引
用
し
ま
す
。

「
小
笠
原
只
八
義
ハ
始
終
激
論
ニ
出
、
第
一
御
上
之
御
主
意
ニ
反
し
、
重
役
一
同
と
も
議
論
不
逢
間
、
終
ニ
今
日

右
之
如
く
被
仰
出
候
な
り
、
福
岡
壱
人
大
ニ
窮
し
候
様
子
也
」

右
之
如
く
と
は
、
山
内
家
史
料
公
記
に
よ
る
と
小
笠
原
唯
八
へ
出
た
の
は
次
の
命
令
で
す
。

小
笠
原
唯
八
早
追
を
以
御
國
許
へ
被
差
下
候
也

時
情
報
告
國
内
暴
論
取
締
之
名
義
を
以
也

國
内
暴
論
取
締
方
と
は
組
織
で
は
な
く
、
右
の
激
論
を
言
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
帰
国
命
令
は
容
堂
の
思
い
描
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い
て
い
た
公
武
合
体
構
想
が
崩
れ
尊
王
討
幕
で
進
む
こ
と
へ
の
容
堂
の
焦
り
を
周
り
の
重
臣
が
忖
度
し
出
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
小
笠
原
唯
八
が
薩
摩
藩
の
西
郷
隆
盛
、
大
久
保
市
蔵
な
ど
接
触
し
尊
王
攘
夷
討
幕
の
考
え
と
な
り
薩

土
密
約
を
計
画
し
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
尊
王
討
幕
の
考
え
で
進
め
ら
れ
た
薩
土
密
約
は
、
小
笠
原
な
ど
の

事
前
の
作
業
も
あ
り
、
小
笠
原
不
在
で
五
月
二
十
一
日
中
岡
慎
太
郎
の
仲
介
で
乾(

板
垣)

と
、
西
郷
が
会
談
し
結
ば

れ
ま
す
。

帰
国
命
令
が
権
馬
に
も
出
て
い
ま
す
。
そ
れ
の
指
示
に
つ
い
て
京
行
雑
記
の
九
日
「
御
國
許
□
迄
差
返
被
を
業
也
」

と
あ
り
ま
す
。
権
馬
が
帰
国
を
命
じ
ら
れ
る
ほ
ど
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
。
権
馬
は
、
福
岡
の
金
銭
を
預
か

っ
た
り
、
薩
摩
の
重
臣
な
ど
と
会
う
と
き
福
岡
が
同
行
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
福
岡
の
従
者
と
思
い
ま
す
。
何
故
、

小
笠
原
と
一
緒
の
帰
国
命
令
が
出
た
の
か
。
こ
の
二
人
以
外
の
帰
国
者
が
も
う
一
人
い
ま
し
た
。
前
述
の
権
馬
と
一

緒
に
京
都
と
高
知
間
を
往
復
し
た
小
笠
原
の
従
者
「
秋
沢
源
九
郎
」
で
す
。
次
の
文
書
が
残
っ
て
い
ま
す
。

家
来
が
残
置
諸
道
具
の
浦
戸
送
附

小
笠
原
唯
八
様

神
山
左
多
衛

若
党

秋
沢
源
九
郎

右
は
御
自
分
儀
急
御
用
筋
を
以
御
国
許
え
被
差
立
処
右
家
来
残
置
諸
道
具
為
取
片
付
候
上
荷
物

宰
領
を
以
御
当
地
出
足
為
致
大
坂
よ
り
浦
戸
通
御
国
許
へ
差
下
申
度
願
ノ
趣
於
役
場
承
届
候
間

其
御
心
得
可
被
成
候

以
上

五
月
十
日

神
山
左
多
衛
は
小
笠
原
と
同
位
の
重
臣
で
、
秋
沢
源
九
郎
は
京
行
雑
記
に
も
名
の
記
載
が
あ
り
、
権
馬
ク
ラ
ス
の

人
で
す
。
五
月
十
日
は
ま
だ
京
都
を
出
発
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
荷
物
を
ま
と
め
、
送
っ
た
通
知
か
、
そ
れ
と
も
秋

沢
は
別
行
動
で
あ
っ
た
の
か
。

京
行
雑
記
に
書
か
れ
て
い
る
京
都
出
発
直
前
か
ら
高
知
ま
で
を
行
行
筆
記
と
合
せ
次
に
示
し
ま
す
。

同
九
日

御
國
許
へ
迄
差
返
被
を
業
也

夕
方
三
樹
行
毛
利

谷
同
行

行
行
筆
記

夜
中
よ
り
雨
。
朝
毛
利
氏
手
紙
来
り
夫
よ
り
曙
亭
に
遊
ぶ

○
此
日
西
郷
有
宮
（
有
栖
川
宮
）
に
出

○
昨
日
越
戦
よ
り
登
営
之
儀
申
立
侯
処
隅
州
公
議
論
有
之
云
々
。

同
十
日

托
生
庄
江
行

行
行
筆
記

此
夜
福
、
小
、
毛
、
谷

生
庄
に
會
す

行
行
筆
記

此
日
三
侯
土
邸
に
集
る
○
樋
口
（
真
吉
）
等
に
逢
ふ
○
三
樹
別
杯

晩
景
よ
り
雨
。

行
行
筆
記

此
日
小
野
を
訪
ひ
毛
利
氏
と
○
丸
亭
に
宿
す
○
小
笠
原
出
立
金
十
円
鯨
肉
少
々
恵
ま
る
。

行
行
筆
記

土
侯
御
病
氣
に
付
不
參

同
十
一
日

舩
越
□
ト
三
樹
ニ
行

行
行
筆
記

島
村
、
望
月
に
逢
ふ
。

同
十
二
日

晴
三
樹
行
福
岡

谷

毛
利

同
十
三
日

兼
太
郎
へ
壱
匁
カ
ス

隆
吉
へ
三
両

金
藤
へ
壹
両

右
之
通
カ
ス

一
銭
出
入
三
分
二
厘

五
拾
六
両
三
朱
ト
廿
一
文

右
喜
升
巳
而
之
使
者
之
分

九
拾
九
両
ト
端
□

今
日
□
早
追
之
分

外
ニ
月
金
十
両

今
日
相
新
吏

和
山
只
四
郎
宛

多
マ
ユ
□
大
四
郎
同
二
通

同

安
地
元
輔
宛

笠
万
八
宛

石
山
只
一
宛
品
ニ
ツ

藤
次
ゟ
品
一
ツ

石
清
ゟ
一
ツ
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戌
之
下
刻
京
ヲ
発
ス
即
夜
淀
川
ヲ
下
ル(

次
頁
→
に
対
応)

(
こ
こ
か
ら
は
次
頁
原
本
写
真
の
→
に
対
応)

十
四
日

晴
浪
花
着
夕
方
舩
ニ
ノ
ル
尼
ヶ
﨑
ヨ
リ
上
陸
夜
中
走
ル
雨
フ
ル

十
五
日

雨
兵
庫
ニ
テ
朝
飯
ヲ
喰
終
日
走
ル
姫
路
ニ
近
ク
シ
テ
輿
棒
折
レ
ル

即
新
ニ
造
ル
終
夜
走
ル

十
六
日

晴
備
ノ
片
上
ニ
至
ル
舟
ニ
ノ
ル
丑
ノ
刻
頃
讃
ノ
丸
亀
ニ
達
ス

十
七
日

晴
雨
交
終
日
走
ル

十
八
日

水
無
峠
ニ
テ
天
明
ル

十
九
日

晴
雨
交
八
ツ
時
高
智
着

京
に
戻
っ
て
七
日
目
の
九
日
に
帰
国
の
命
令
「
御
國
許
へ
迄
差
返
被
を
業
也
」
が
出
て
、
夕
方
か
ら
料
亭
「
三
樹

行
毛
利

谷
」
と
一
緒
に
行
き
ま
す
。
帰
国
の
命
令
は
こ
の
二
人
か
ら
聞
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
翌
十
日
に
中
岡
も
入

り
送
別
会
が
開
か
れ
ま
す
。
権
馬
た
ち
は
十
二
日
に
別
れ
の
盃
を
交
わ
し
、
日
記
に
よ
れ
ば
翌
日
権
馬
は
金
銭
の
整

理
と
国
へ
の
便
り
を
預
か
っ
て
い
ま
す
。
小
笠
原
に
出
た
命
令
の
「
早
追
を
以
・
・
」
の
早
追
は
手
紙
送
付(

通
信)

手
段
で
す
が
、
通
常
よ
り
早
く
届
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
早
追
の
記
録
が
、
寺
村
左
膳
日
記
に
も
あ
り
、
江
戸
と

京
都
間
を
五
日
か
ら
六
日
間
で
抜
け
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
は
「
左
膳
、
只
一
郎
両
人
被
召
出
、
此
度
之
使
者
、
両

人
示
合
相
勤
可
申
・
・
・
」
と
現
在
の
出
張
命
令
よ
う
で
、
小
笠
原
に
出
た
よ
う
な
厳
し
い
文
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

左
膳
は
大
勢
の
人
足
に
担
が
れ
た
駕
籠
に
座
っ
て
行
く
だ
け
で
楽
と
思
う
が
、
上
下
左
右
に
揺
れ
て
中
々
苦
痛
な
よ

う
で
す
。
中
岡
が
送
別
さ
れ
る
方
か
ら
「
小
笠
原
出
立
金
十
円
鯨
肉
少
々
恵
ま
る
」
と
あ
り
ま
す
。
鯨
の
出
処
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
中
岡
に
渡
さ
れ
た
十
円
＝
十
両
は
早
追
関
連
で
小
笠
原
に
渡
さ
れ
た
旅
費
用
の
金
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
権
馬
の
日
記
に
「
今
日
□
早
追
之
分

外
ニ
月
金
十
両
」
と
あ
り
ま
す
。

十
三
日
出
発
直
前
に
「
和
山
只
四
郎
宛

多
マ
ユ
□
大
四
郎
同
二
通

同

安
地
元
輔
宛
・
・
」
と
か
高
知
へ
持
ち
帰

る
品
を
預
か
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
荷
物
を
持
っ
て
十
三
日
「
戌
之
下
刻
（
夜
九
時
に
）
」
京
を

出
て
い
ま
す
。
十
四
日
夕
方
に
浪
速
に
着
き
尼
ヶ
崎
ま
で
船
行
き
、
そ
の
後
雨
の
中
を
走
り
出
し
て
い
ま
す
。
姫
路

で
輿
棒(

荷
物
の
担
ぎ
棒
ヵ)

折
れ
新
た
に
作
り
、
走
り
続
け
備
前
の
片
上
か
ら
船
に
乗
り
四
国
に
入
り
丸
亀
に
丑
の
刻

(

夜
中
２
時)

到
着(

＊
こ
こ
か
ら
左
地
図
参
照)

、
さ
ら
に
走
り
続
け
四
国
山
脈
の
水
無
峠
に
十
八
日
朝
方
着
き
ま
す
。

こ
こ
は
参
勤
交
代
の
道
で
、
今
で
も
石
畳
が
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
雨
交
じ
り
の
中
、
十
九
日
の
八
ツ
時(

夜
中
２

時)

に
高
知
に
着
き
ま
す
。
十
三
日
夜
九
時
か
ら
十
九
日
夜
中
二
時
で
す
か
ら
、
京
都
か
ら
高
知(

智)

ま
で
約
五
日
間
、

そ
の
内
四
国
で
二
日
間
掛
っ
て
い
ま
す
。
山
地
の
上
り
下
り
が
多
い
か
ら
で
し
ょ
う
。
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大
坂
か
ら
高
知
を
五
日
間
で
走
り
抜
け
て
い
ま
す
。
そ
の
頃
通
常
の
旅
の
半
分
以
下
で
す
が
、
船
行
け
ば
二
日
間

で
す
。
通
信
が
目
的
で
あ
れ
ば
土
佐
藩
専
用
の
船
便
が
往
復
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
利
用
す
れ
ば
、
早
追
よ
り
早

く
到
着
し
ま
す
。
小
笠
原
等
に
課
さ
れ
た
早
追
は
刑
罰
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
慶
応
三
年
十
一
月
に
寺
村
左

膳
は
早
追
の
上
洛
で
は
丸
亀
か
ら
の
船
で
風
が
具
合
が
良
く
な
く
、
湊
に
碇
を
下
ろ
し
た
つ
い
で
に
上
陸
し
て
芝
居

見
物
を
し
て
い
ま
す
。
バ
ブ
ル
時
代
の
出
張
の
よ
う
で
す
。
前
述
の
よ
う
に
沙
汰
書
が
早
追
で
着
く
こ
と
も
あ
る
よ

う
で
す
。

安
岡
権
馬
正
徳
京
都
を
去
る
思
い

権
馬
は
京
都
か
ら
の
帰
国
、
早
追
命
令
に
理
不
尽
な
思
い
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

何
か
前
述
の
早
追
の
日
々
の
記
録
は
後
か
ら
一
気
に
楷
書
体
で
書
い
て
い
ま
す(

左

赤
→)

。
楷
書
に
力
を
込
め
た

字
に
何
か
怒
り
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
後
に
草
書
体(

左
写
真
下)

で
思
い
を
込
め
た
次
の
歌
の

記
載
が
あ
り
ま
す
。

左
翻
刻
前
頁
青
→

浪
華
よ
り
尼
ヶ
﨑

→

迠
舟
ニ
て
渡
り
个(

け)

る

尓(

し
か
り)

水
鶏
の
た
ヽ
具

を
聞
て

難
波
津
の
あ
し
乃

下
葉
耳(

に)

身
を
忍
ひ

た
ヽ
具
水
鶏
能(

の)

聲

そ
や
さ
し
幾(

き)

丁
卯
の
者(

は)

る
嵐
山
ニ

ゆ
き
て

土
佐
の
海
煙
水
波
を

志
能(

の)

き
来
て
嵐
忍

山
の
國
を
見
る
可
な

丁
卯
の
宵
ミ
や
古(

都)

ふ
り

可
へ
り
て

五
月
雨
の
小
や
ミ
も

あ
ら
ぬ
夕
暮
れ
を

王(

わ

己)

き
て
都
乃

恋
し
可
り
个(

け)

る

こ
の
歌
を
私
は
次
の
よ
う
に
解
釈
し
ま
し
た
。

浪
華
よ
り
尼
ヶ
崎
迠
舟
で
行
き

難
波
の
葦
に
隠
す
こ
と
も
な
い
身
を
置
き
進
む
。

そ
こ
で
聞
こ
え
る
水
鳥
の
鳴
き
声
は
、
優
し
く
。

丁
卯
の
春
の
嵐
山
に
満
開
の
桜
を
み
た
が
、

土
佐
の
海
飛
沫
よ
う
に

国
に
か
か
る
多
難
を
思
う
と

丁
卯
の
宵
に
雨
降
る
中
を
追
い
出
さ
れ

そ
の
雨
は
降
り
続
い
て
い
る
夕
暮
に

京
で
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
口
惜
し
く
思
う

＊
上
写
真

の
翻
刻
前
頁
青
→

＊
右
写
真
は
上
の
写

真
最
後
尾
か
ら
続
く
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安
岡
権
馬
正
徳

傳

参

の
終
わ
り
に

写
真
・
入
歯
の
費
用

安
岡
権
馬
傳

貳
で
日
記
の
写
真
撮
影
関
連
の
次
の
記
事
を
紹
介
し
ま
し
た
。

慶
応
三
年
一
月
廿
三
日

陰
朝
入
湯
晩
方
写
真
ヲ
ス
ル

(
費
用)

三
歩

写
真

慶
応
三
年
一
月
廿
四
日

陰
朝
暴
白
□
傳
奏
の
為
家
へ
お
ル
天
気
ニ
向
ヒ
使
者
ヘ
八
ツ
比
ゟ
写
真
ニ
行

(

費
用)
壱
歩
二
朱

写
真

廿
三
日
と
廿
四
日
続
け
て
写
真
の
文
字
が
出
て
来
ま
す
。
何
故
、
二
日
も
続
け
て
行
っ
た
の
か
、
現
像
さ
れ
た
写

真
を
受
取
り
に
行
っ
た
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
頃
の
湿
板
写
真
で
も
撮
影
は
多
い
場
合
で
三
十
秒
を
以
内
で
一

日
仕
事
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
現
在
、
そ
の
頃
と
同
じ
湿
板
の
写
真
を
撮
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
記

事
を
読
む
と
撮
影
直
後
に
写
真
を
受
取
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
で
す
。
日
記
に
記
載
の
費
用
は
三
歩
＝
三
分
で
、
一

分
は
二
十
五
朱
と
す
る
と
、
廿
三
日

七
十
五
朱
、
廿
四
日

二
十
七
朱
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。
額
か
ら
廿
三
日
に

三
枚
、
廿
四
日
に
一
枚
撮
影
し
た
よ
う
に
推
測
し
ま
す
。
一
分
を
二
十
五
朱
、
一
朱
を
二
百
五
十
文
と
し
て
、
文
に

換
算
す
る
と
、
両
日
の
写
真
費
用
は18,750

文
ま
た
は6,750

文
と
な
り
ま
す
。
上
京
途
中
の
記
録
十
一
月
十
八
日
に

讃
岐
で
二
十
文

ウ
ド
ン
と
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
基
本
で
右
の
写
真
代
を
ウ
ド
ン
の
杯
数
に
す
る
と
、
三
百

七
十
五
杯
、
百
三
十
五
杯
の
ウ
ド
ン
に
な
り
ま
す
。
ウ
ド
ン
二
十
文
は
落
語

の
時
蕎
麦
の
一
杯
十
六
文
に
近
い
の
で
相
場
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
写
真
は

庶
民
に
は
高
値
の
華
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

因
み
に
前
述
の
現
在
の
湿
板
撮
影
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
は

キ
ャ
ビ
ネ

￥21,600

八
切
り

￥35,100

だ
そ
う
で
す
。
現
在
の
ウ
ド
ン
一
杯
を
五
百

円
と
す
る
と
四
十
か
ら
七
十
杯
で
す
の
で
、
江
戸
末
期
に
比
べ
材
料
費
が
安

く
な
っ
た
の
で
安
価
に
な
っ
た
の
か
、
ウ
ド
ン
が
高
い
の
か
。
明
治
二
十
年

代
ま
で
湿
板
ガ
ラ
ス
だ
っ
た
よ
う
で
、
下
に
明
治
中
期
に
撮
影
さ
れ
た
。
ガ

ラ
ス
板
写
真(

曾
祖
母
房
と
息
子
秀
彦
、
豊
彦)

を
下
に
掲
載
し
ま
す
。

入
歯
の
費
用
は
次
の
通
り
壱
歩(

分)

で
す
。

慶
応
三
年
二
月
十
二
日

晴
風

歯
ヲ
抜
入
歯
を
頼
ム

藝
ノ
船
越
ヲ
尋
ル

(

費
用)

壱
歩

入
齒

こ
れ
は6,250

文
で
、
ウ
ド
ン
二
十
文
で
現
在
の
一
杯
五
百
円
で
現
在
の
価
格
に
換
算
す
る
と
約
十
六
万
円
で
保
険
適

用
外
の
手
当
て
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
紹
介
し
ま
し
た
書
物
「
一
弐
朱

經
濟
録
」
は
写
真
な
ど
に
比
べ
る
と
低

価
格
で
す
。
書
物
は
古
い
媒
体
で
、
写
真
は
新
規
物
の
分
高
価
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

入
歯
・
写
真
の
高
額
費
用
と
脱
藩

こ
れ
ら
高
額
の
費
用
、
権
馬
は
家
を
出
る
際
に
、
前
回
「
慶
応
二
年
寅
十
一
月
差
出

安
岡
権
馬
領
知
御
作
式
・
・

逆
川
村
新
田
・
・
私
領
知
賣
渡

御
□
奉
行
所
」
と
土
地
を
売
っ
て
金
を
作
り
、
そ
れ
で
写
真
・
滞
在
の
費
用
を
払

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
日
記
に
は
金
を
貸
し
た
よ
う
な
記
載
も
あ
り
ま
す
。
同
じ
時
期
に
撮
影
し
た
中
岡
慎
太
郎
の
写

真
が
数
枚
残
っ
て
い
ま
す
。
京
都
で
元
治
元
年
に
大
坂
屋
与
兵
衛
が
写
真
屋
を
始
め
て
い
ま
す
。
中
岡
も
権
馬
も
同

じ
写
真
屋
で
撮
影
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
撮
影
費
用
は
権
馬
と
同
じ
で
し
ょ
う
。
中
岡
慎
太
郎
は
脱
藩
し
五
年

は
経
て
い
ま
す
。
こ
の
費
用
ど
の
よ
う
に
工
面
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
不
要
不
急
の
お
金
を
使
え
た
の
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は
、
家
か
ら
の
仕
送
り
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

中
岡
と
坂
本
の
脱
藩
の
宥
恕(

ゆ
う
じ
ょ)

に
つ
い
て
宮
地
佐
一
郎
著
「
中
岡
慎
太
郎
」
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
西
郷

隆
盛
の
進
言
で
藩
庁
か
ら
両
父
兄
が
呼
び
出
さ
れ
慶
応
三
年
二
月
に
通
達
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
宗
門
改
を
調
べ
れ

ば
、
家
族
人
数
の
動
き
は
分
か
り
ま
す
。
庄
屋
の
職
務
と
し
て
、
宗
門
改
を
調
べ
る
任
務
が
あ
る
の
で
、
庄
屋
の
中

岡
家
が
ど
の
よ
う
に
逃
れ
て
い
た
か
不
可
解
で
す
。
文
助
日
記
を
み
て
も
家
に
は
お
咎
め
が
な
い
よ
う
で
す
。
こ
の

宥
恕
通
知
で
何
が
許
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
本
「
中
岡
慎
太
郎
」
に
宥
恕
が
出
る
前
の
文
久
三
年
に
中
岡
慎
太
郎

は
容
堂
に
謁
見
し
、
一
時
、
徒
目
付
役
を
受
け
て
い
ま
す
。
個
人
が
許
さ
れ
る
、
家
が
許
さ
れ
る
と
異
な
る
の
で
し

ょ
う
。

文
久
三
年
に
は
勤
王
党
狩
り
が
行
わ
れ
、
武
市
は
捕
ら
え
ら
れ
切
腹
、
覺
之
助
も
類
族
預
か
り
か
ら
永
牢
と
な
り

ま
す
。
ど
う
も
、
筋
の
合
わ
な
い
政
事
で
す
。
農
民
が
貢
物
を
納
め
る
こ
と
が
出
来
ず
、
他
藩
へ
逃
散
す
る
と
、
追

い
か
け
て
戻
さ
れ
る
が
、
高
額
納
税
者
？
の
息
子
が
脱
藩
し
て
も
問
題
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
坂
本
の
才
谷
梅

太
郎
、
中
岡
慎
太
郎
の
石
川
清
之
助
な
ど
の
変
名
は
何
か
ら
逃
れ
る
た
め
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
変
名
に
関
し
て
中
岡

慎
太
郎
館
で
次
の
説
明
パ
ネ
ル
が
あ
り
ま
し
た
。
「
・
・
な
ぜ
名
前
を
偽
っ
た
か
。
そ
れ
は
大
道
を
歩
む
た
め
、
今

は
身
を
潜
め
必
ず
や
再
挙
を
期
す
こ
と
が
最
善
の
策
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
・
・
・
武
市
半
平
太
ら
が
投
獄
さ
れ

た
こ
と
や
、
自
身
に
も
捕
縛
の
命
令
が
及
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
、
御
畳
瀬
村
よ
り
逃
亡
を
企
て
る
。
・
・
・
慎
太

郎
は
天
命
を
悟
り
、
一
０
月
一
九
日
、
再
び
長
州
に
逃
れ
て
三
田
尻
の
招
賢
閣
に
入
り
、
尊
攘
派
浪
士
た
ち
の
指
導

者
と
な
る
。
国
を
捨
て
、
名
を
変
え
、
信
じ
る
道
を
歩
み
つ
づ
け
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
」
現
在
の
犯
罪
者
の
変
名

と
違
い
、
逃
れ
る
た
め
で
な
く
、
、
名
前
を
捨
て
る
親
も
国(

故
郷)

も
捨
て
て
大
道
を
進
む
決
意
を
表
わ
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

ウ
ド
ン
・
蕎
麦
と
ウ
ナ
ギ

話
が
急
に
変
わ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
か
、
ウ
ド
ン
は
和
田
濱(

讃
岐)

以
外
出
て
来
ま
せ
ん
。
讃
岐
ウ
ド
ン
に
比
べ
他

の
は
美
味
し
く
な
い
の
か
、
京
都
な
ど
で
は
専
門
に
食
べ
さ
せ
る
場
所
が
な
か
っ
た
の
か
。
本
「
下
級
武
士
の
食
生

活
」
に
江
戸
で
ど
の
よ
う
な
食
生
活
を
し
た
か
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ソ
オ
メ
ン
は
出
て
来
ま
す
が
、
こ
こ
に
も

ウ
ド
ン
は
出
て
来
ま
せ
ん
。
ウ
ド
ン
は
自
宅
で
作
る
食
べ
物
で
ウ
ド
ン
屋
が
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
な
お
、
右

の
本
に
も
ソ
バ
も
出
て
き
ま
せ
ん
が
、
京
行
雑
記
に
は
蕎
麦
が
二
回
出
て
来
ま
す
。

二
月
五
日

一
弐
朱
返
ア
リ

草
履

一
壱
朱

蕎
麦

三
月
十
一
日

一
壱
朱

セ
キ
ケ
ン

一
壱
朱

蕎
麦

二
月
五
日
の
記
録
で
草
履
を
買
い
に
行
っ
た
つ
い
で
に
蕎
麦
を
食
べ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
草
履
の
値
段

に
「
弐
朱
返
ア
リ
」
と
あ
る
の
で
、
草
履
値
段
は
壱
朱
＋α

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
一
月
廿
四
日
に
「
壱
朱

草
履
」

と
あ
り
ま
す
の
で
、
草
履
と
蕎
麦
が
い
ず
れ
も
壱
朱
程
度
と
な
り
ま
す
。
壱
朱
は
二
百
文
と
な
り
、
前
述
の
ウ
ド
ン

二
十
文
と
比
べ
高
価
で
す
。
落
語
の
題
で
東
京
で
は
時
蕎
麦
は
、
上
方
で
は
時
う
ど
ん
と
な
っ
て
い
ま
す
。
夏
は
現

在
の
切
り
蕎
麦
を
「
ざ
る
」
、
「
せ
い
ろ
」
で
食
べ
ま
す
。
こ
の
切
り
蕎
麦
も
起
源
も
色
々
説
が
あ
る
よ
う
で
す
。

権
馬
は
京
都
で
栄
養
を
付
け
る
た
め
か
、
ウ
ナ
ギ(

鰻)

を
よ
く
食
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
値
段
と
前
述
の
ウ
ド
ン
の
値

段
比
較
し
て
み
ま
す
。

十
一
月
廿
三
日

壱
朱

以
リ
志
ヤ
ナ
／
可
春(

す)

の
子
・
同(

壱
朱)

う
な
き

十
二
月
九
日

四
百
文

手
拭
・
弐
朱

ウ
ナ
ギ
・
弐
朱

羽
ヲ
リ
紐

十
二
月
廿
一
日

壱
朱
也

フ
ツ
リ
キ
タ
ラ
イ
・
弐
分
壱
朱
ト
百
文

鰻

十
二
月
廿
八
日

二
朱

米
入
樽
・
壱
朱

鰻

二
月
二
日

夕
方
他
藩
森
為
刀
□
ト
鰻
ヲ
喰
ニ
行
壱
匁
二
分

ヲ
ク
嶋
一
反
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二
月
七
日

風
雪
気
／
壱
歩

う
な
き

二
月
十
六
日

(

値
段
な
し)

鰻

二
月
二
十
一
日

壱
朱

銘
共
賄
・
壱
分

鰻

三
月
八
日

壱
朱

菓
子
・
壱
朱

肴
・
弐
朱

鰻

三
月
十
日

二
朱

ウ
ナ
ギ
・
壱
朱

の
り

四
月
二
日

弐
朱

鰻

五
月
四
日

弐
分

家
来
賄
・
壱
分

鰻

前
掲
の
よ
う
に
鰻
の
記
載
は
カ
ナ
文
字
、
漢
字
、
ひ
ら
が
な
で
計
十
二
日
あ
り
ま
す
。
京
都
滞
在
の
日
数
十
一
月

廿
七
日
か
ら
四
月
五
日
で
一
旦
帰
国
し
五
月
二
日
か
ら
九
日
で
百
三
十
五
日
で
す
の
で
約
十
日
に
一
日
は
鰻
を
食

べ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
京
行
雑
記
に
出
て
来
る
ウ
ナ
ギ
、
鰻
に
支
払
っ
た
金
額
は
前
述
の
通
り
で
す
が
、
一

食
分
か
不
明
の
点
が
あ
り
ま
す
が
、
壱
朱
か
ら
弐
朱
で
前
述
の
蕎
麦
の
値
段
に
近
い
で
す
が
、
壱
朱
は
二
百
文
と
す

る
と
ウ
ド
ン
二
十
文
の
十
杯
分
で
す
。
こ
れ
ほ
ど
食
べ
た
の
は
昔
は
鰻
が

豊
富
で
安
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

食
べ
物
以
外
の
買
物

前
述
三
月
十
一
日
の
買
物
に
「
壱
朱

セ
キ
ケ
ン
」
と
あ
り
ま
す
。
セ

キ
ケ
ン
は
石
鹸
で
し
ょ
う
。
権
馬
の
購
入
し
た
の
が
、
大
き
さ
は
不
明
で

す
が
こ
の
石
鹸
が
壱
朱
だ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
蕎
麦
も
壱
朱
と
は
計
算
間

違
い
を
し
て
い
る
よ
う
な
値
段
で
す
。

二
月
二
日
の
買
物
に
「
ヲ
ク
嶋
一
反
」
と
あ
り
ま
す
。
一
反
か
ら
布
と

し
て
調
べ
る
と
、
奥
縞(

右
写
真)

と
呼
ば
れ
る
布
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
十
二
月
廿
一
日
の
買
物
に
「
フ
ツ
リ
キ
タ
ラ
イ
」
と

の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
も
し
か
し
て
ブ
リ
キ
タ
ラ
イ
と
思
っ
た
の
で
す
が
値
段
が
安
す
ぎ
る
か
。
で
す
が
、
ブ
リ
キ

の
語
源
は
オ
ラ
ン
ダ
語:blik

と
の
説
が
あ
り
、
こ
れ
と
何
か
音
が
似
て
い
ま
す
。

安
岡
権
馬
正
徳

傳

四
へ

續
く

安
岡
の
家
住
宅<http://yasuoka-ke.sakura.ne.jp/>

→
安
岡
の
家
に
あ
っ
た
文
書

→
●
安
岡
権
馬
正
徳
傳

→
●
安
岡
権
馬
正
徳
傳

四

Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
検
索


